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会   議   録 

会 議 名 第２８期小金井市公民館企画実行委員の会議 第２０回 

事  務  局 小金井市公民館 緑分館  

開 催 日 時 令和８年３月３日（火）午前１０時～１１時４５分 

開 催 場 所 小金井市公民館緑分館 学習室 A 

出 席 委 員 植竹委員、大蔵委員、川上委員、後藤委員、寺澤委員、宮本委員 

欠 席 委 員  

事 務 局 員 伊藤分館長、倉本副分館長、大津、小畑 

傍 聴 の 可 否 可 傍聴者数 なし 

会 議 次 第 

 

１．報告事項 

（１）第３８期 第４回公民館運営審議会 

（２）青年教育事業 若者による自主講座「新聞記者に学ぶ文章術」 

（３）成人学校「外来種が引き起こす身近な影響」 

（４）成人学校「江戸の庶民文化を振返る 歌麿・写楽・北斎の仕掛人 蔦屋

重三郎」 

（５）成人学校「バイオリンの魅力―春のバイオリンコンサートとバイオリン

演奏体験―」 

（６）市民講座「ザ・下水道―地下の迷宮世界へようこそ」 

（７）令和８年度 高齢者学級 みどり・朴の木学級 

（８）令和８年度 青年教育事業 国際交流イベント「サッカーワールドカッ

プを楽しむ方法」 

（９）令和８年度 成人大学講座 東京農工大学コラボ講座「雨降る星への誘

い―雨の文化・環境・科学を考える」 

（10）図書館・公民館連携事業「安野光雅さんの『旅の絵本Ⅱ』（イタリア

編）を丸ごと愉しむ 三たび！！」 

２．審議事項 

（１） その他  

（１）令和８年度 利用団体のつどい「第３５回緑センターまつり」 

次回は、第２８期 第２１回企画実行委員会議 

令和８年４月７日(火)午前１０時から公民館緑分館 司会：後藤委員 
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１．報告事項 

（１）第３８期 第４回公民館運営審議会 

・公民館有料化について、月刊こうみんかん２月号に「市民説明会」開催告知掲載の伝達

と現物配布。 

・緑分館においては、朴の樹学級、第３５緑センターまつり、旅の絵本Ⅱの３件の事業の

計画が承認、「木のおもちゃ工作体験」、「終活の中の墓じまい」、「生花で彩る、クリスマ

スキャンドルアレンジメントづくり」、高齢者学級「みどり・朴の樹学級」、「はじめての

陶芸入門教室」の５件の「事業のまとめ」を報告。 

（２）青年教育事業 若者による自主講座「新聞記者に学ぶ文章術」 

・２/８（日）１０-１２時開催予定。 

・７時すぎに小中学校が休校扱いとなる大雪警報が発令。 

・参加対象が小中学生であり、講師 読売新聞記者の石橋大祐さんおよび若者による自主講

座企画の斎藤陽さんと相談し中止とする。 

・９:４５分ごろまでに、メールまたは電話で全員に連絡完了。 

・「警報」が発令された場合の講座の実施について、公民館全館での対応について分館長会

議で確認する。 

（３）成人学校「外来種が引き起こす身近な影響」 

・２/８・２/１５、いずれも日曜、午前１０－１２時、全２回開催。 

・講師は、国営武蔵丘陵森林公園 環境学習担当の玉熊祐子さん。 

・１回目２/８は大雪警報が出ていたが１９人参加。 

・２回目２/１５は１５人参加で、浴恩館公園もフィールドワーク。 

・理科の先生も参加し、教材を触りながら探求型の内容に学校教育との違いが良かったと

コメントあり。 

・内容は、動植物を含めて外来種のデメリットとメリットを紹介。「身近な影響」について

の内容は少なく、タイトルから思い描いて内容に相違があったことがアンケートの結果

から伺えた。今後は、講師と内容について擦り合わせも検討。 

・担当は大蔵委員、川上委員。 

（４） 成人学校「江戸の庶民文化を振返る 歌麿・写楽・北斎の仕掛人 蔦屋重三郎」 

・２/２７（金）１０－１２時開催。当日体調不良で欠席３人で、２７人が受講。 

・講師は、読売新聞 制作局新聞制作管理センター 工程統括部次長 石橋大祐さん。 

・アンケート結果から、資料がほしかった、蔦重の人間性とか世界の評価など、「江戸の庶

民文化」というより、蔦屋重三郎を知りたかったなど要望があったが、学習意欲を駆り

立てる内容であったことが伺えた。 
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・担当は大蔵委員。 

（５） 成人学校「バイオリンの魅力―春のバイオリンコンサートとバイオリン演奏体験―」 

・３/１（日）午後２－４時開催。定員３０人のところ小学生は保護者同伴のため８９組、

１０５人が応募。３０人を抽選。 

・演奏は、バイオリニストの竹中彩さん。 

・視聴覚室全面改装後に開催するこけら落とし的、初音楽イベントにふさわしい内容。 

・演奏体験の希望者が多く、全員に対応することができなかったことが今後の課題。 

・乳児と一緒に子育て中の夫婦から９０歳代まで老若男女が参加。 

・アンケートの結果から、「弾かせてもらい感激」、「和気あいあいとした雰囲気の中、すば

らしい演奏」、「今後の人生を変える」等、コンサートと体験会を楽しんでいただいた。 

・担当は植竹委員、大蔵委員。植竹委員は、進行とキーボードで伴奏も演奏のサポート。 

（６） 市民講座「ザ・下水道―地下の迷宮世界へようこそ」 

・２/２１（土）および ２/２７（金）、いずれも午前１０－１２時、全２回開催。 

・第１回目２/２１（土）の講師は、市下水道課職員３人。参加者には土木工学専攻の大学

生など２０代から８０代の１８人参加。 

・第２回目２/２７（金）は、小平市ふれあい下水道館で実施。講師は同館職員３人。参加

者には土木工学専攻の大学生など１３人参加。１０分程の映像で１回目の復習も兼ねる

内容や、下水道管内や館内は職員が案内と説明してくれたことが良かった。 

・担当委員は植竹委員、宮本委員。 

（７）令和８年度 高齢者学級 みどり・朴の木学級 

・市報こがねい４月１日号で募集。申込方法にメールも追加。 

・担当委員は、下記の通り 

5/13：植竹、大蔵、川上、寺澤、宮本  5/20：後藤、宮本、  

6/ 3：植竹、大蔵            6/17：寺澤、川上、植竹、後藤     

7/1：大蔵、後藤                      7/15：植竹、大蔵、川上、寺澤、宮本 

（８）令和８年度 青年教育事業 国際交流イベント「サッカーワールドカップを楽しむ方法」 

・５/１７（日）１０－１２時開催。定員は３０人。会場はレクリエーション室。 

・講師は、小金井市サッカー協会の協力で３人の講師が、ワールドカップの見どころを対

話や質問に応えながら進める。 

・対象は、現在サッカーをしている小中学生から、サッカーに関心のある幅広い年代。 

・担当委員は、川上委員、後藤委員 

（９）令和８年度 成人大学講座 東京農工大学コラボ講座「雨降る星への誘い―雨の文化・環

境・科学を考える」 
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・５/１５,２２,２９いずれも金曜１４－１６時開催。定員は２０人。場所は視聴覚室。 

・講師は、東京農工大学名誉教授 原宏さん。 

・担当委員は、大蔵委員（５/２９）、植竹委員、川上委員（５/１５,２２） 

（10）図書館・公民館連携事業「安野光雅さんの『旅の絵本Ⅱ』（イタリア編）を丸ごと愉しむ 

三たび！！」 

・４/８、４/１５、いずれも水曜午後２時～４時の全２回開催予定。 

・３/１６（月）締切り、定員２４人で応募の予定。３/３現在、２２人応募。 

 

２．審議事項 

特になし 

 

３．その他  

（１）第３５回緑センターまつりについて 

・６/２０（土）、６/２１（日）の２日間の開催。 

・３/３現在、昨年度の８割ぐらいが参加。 

・第１回実行委員会は、３/１７（火）１４-１６時開催。 

（２）第１９回企画実行委員会議録は、３/１３（金）までに確認。 

 

次回は、令和８年４月７日（火）午前１０時から 公民館緑分館 司会：後藤委員 

 


